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２２ＧＧ００６６

削削減減戦戦略略はは日日本本のの海海事事産産業業発発展展のの好好機機

〇〇岡岡田田紀紀代代蔵蔵（（海海事事補補佐佐人人））、、余余頃頃聡聡（（ジジャャメメ・・ヴヴユユ））

 ははじじめめにに

国国際際海海事事機機関関でではは 年年 月月以以下下のの （（温温室室効効果果ガガスス））削削減減戦戦略略がが採採択択さされれたた。。

①①  短短期期 年年にに単単位位輸輸送送量量当当たたりり CCOO₂₂排排出出量量 ％％以以上上削削減減

②②  中中期期 年年ままででにに 総総排排出出量量 ％％以以上上削削減減

③③  長長期期今今世世紀紀中中ななるるべべくく早早期期にに 排排出出ゼゼロロ

ささららにに、、 年年 月月輸輸送送効効率率 年年比比最最低低 ％％ととすするるこことと、、ささららにに 年年達達成成のの技技術術「「 （（航航行行

時時二二酸酸化化炭炭素素放放出出抑抑制制指指標標））規規制制」」とと運運航航「「 （（二二酸酸化化炭炭素素放放出出実実績績指指標標））格格付付けけ」」がが採採択択さされれたた。。

国国内内ににおおいいててはは 年年産産官官学学連連携携「「国国際際ゼゼロロエエミミシショョンンーーププロロジジェェククトト」」がが発発足足しし、、戦戦略略目目標標達達成成

にに向向けけててロローードドママッッププがが示示さされれたた。。ここれれ等等のの環環境境規規制制のの強強化化にに伴伴うう海海運運分分野野のの開開発発はは日日本本のの得得意意ととすするる

所所でで、、人人的的資資源源をを始始めめ、、ハハーードド、、ソソフフトトもも揃揃っってておおりり、、海海上上物物流流はは年年率率６６％％以以上上拡拡大大すするるここととがが必必須須でで、、

ままささにに千千歳歳一一遇遇ののチチャャンンススででああるる。。

 日日本本のの海海事事産産業業のの現現状状とと事事業業拡拡大大のの好好機機

日日本本のの海海事事産産業業のの現現状状

海海事事産産業業はは、、国国際際海海事事機機関関でで 年年 削削減減戦戦略略がが採採択択さされれ、、短短期期のの 年年ままででにに単単位位輸輸送送量量当当

たたりり CCOO₂₂  排排出出量量 ％％以以上上削削減減すするるここととににななっったた（（単単位位輸輸送送量量当当りり CCOO₂₂排排出出量量 トトンン））。。

ここのの為為、、国国内内ににおおいいてて産産官官学学連連携携にによよるる「「国国際際ゼゼロロエエミミシショョンンププロロジジェェククトト」」をを発発足足しし、、戦戦略略目目標標達達成成

にに向向けけててロローードドママッッププのの内内容容がが示示さされれたた。。

日日本本政政府府もも内内航航海海運運のの ₂₂排排出出削削減減目目標標をを改改正正しし、、 年年度度（（ 年年度度比比）） ％％削削減減（（ 万万トトンン削削減減

＝＝ 油油換換算算 万万トトンン））ととししたた、、ここののたためめ環環境境性性能能のの「「見見ええるる化化」」，，船船舶舶のの格格付付けけ制制度度をを普普及及ししてて、、目目標標

のの達達成成をを目目指指すすととししてていいるる。。ここれれはは省省エエネネルルギギーーのの評評価価でで、、格格付付けけのの種種類類はは、、 代代替替手手法法、、暫暫定定運運

用用改改善善率率をを５５段段階階評評価価しし、、ロロゴゴママーーククのの使使用用がが許許可可さされれるる制制度度ととななっってていいるる。。

内内航航船船舶舶のの運運航航にに利利用用すするる熱熱源源はは、、全全てて とと 重重油油でであありり、、 重重油油利利用用船船はは大大型型船船 トトンン以以上上

隻隻（（表表 ））でで経経済済力力ががああるるののでで ₂₂削削減減対対策策はは、、ススククララババーー方方式式をを採採用用しし、、中中型型船船 ～～ トトンン

隻隻（（表表１１））がが ₂₂削削減減目目標標 ％％ 万万トトンンをを負負担担すすれればば、、既既存存燃燃料料 重重油油をを ₂₂排排出出削削減減燃燃料料加加工工装装置置油油

①①とと②②ににてて 隻隻装装備備すすれればば満満足足出出来来るるここととはは大大型型新新規規のの事事業業ととななるる、、一一方方前前者者ののススククララババーーはは外外航航

船船ににもも適適用用可可能能ととななるるののでで事事業業がが非非常常にに大大ききいい。。

更更にに船船舶舶廃廃棄棄物物排排出出規規制制がが 年年にに改改正正実実施施さされれてていいまますす。。

そそのの主主たたるる内内容容はは、、一一般般生生活活廃廃棄棄物物でで特特にに糞糞尿尿とと調調理理残残渣渣物物処処理理でで港港湾湾自自治治体体のの受受入入体体制制等等かからら自自船船にに

てて処処理理装装置置をを完完備備ししたた船船舶舶をを運運航航すするる必必要要ががああるる。。

廃廃棄棄物物規規制制対対象象はは、、排排出出汚汚染染水水（（糞糞尿尿、、風風呂呂洗洗面面、、そそのの他他居居住住区区汚汚染染水水））、、日日常常活活動動でで生生じじるる廃廃棄棄物物（（ビビ

ルルジジ、、ススララッッジジ、、ウウエエスス、、ゴゴミミ、、調調理理残残渣渣、、残残飯飯））貨貨物物残残渣渣とと貨貨物物タタンンクク洗洗浄浄水水ががああるる。。

ここのの改改正正法法はは、、 年年 月月 日日よよりり実実施施さされれ既既にに強強制制化化さされれてていいるる。。
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表表 船船型型別別状状況況

日日本本のの海海事事産産業業事事業業拡拡大大のの好好機機

外外航航海海運運はは成成長長産産業業ででああるるここととをを示示すすデデーータターーをを図図 、、図図 にに示示すす。。図図 はは世世界界のの人人口口とと海海上上輸輸送送量量

ででああるるがが、、世世界界のの人人口口増増加加にに伴伴いい、、海海上上輸輸送送量量模模造造かかししてていいるるここととをを示示すす。。図図 はは日日本本のの商商船船隊隊とと三三国国

間間輸輸送送ででああるるがが、、年年々々輸輸出出がが増増ええ、、三三国国間間輸輸送送がが増増加加ししてていいるるここととをを示示ししてていいるる。。

図図 ははババンンカカーー燃燃料料のの需需要要予予測測 年年（（全全世世界界・・油油種種別別））でで、、 ₂₂排排出出削削減減燃燃料料のの需需要要のの増増加加

をを示示ししてていいるる。。

図 世界の人口と海上輸送量 図 日本の商船隊と三国間輸送
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図 バンカー燃料の需要予測 年（全世界・油種別）

表 世界の海上荷動量

 ₂₂排排出出削削減減燃燃料料加加工工装装置置のの開開発発

 微微小小ココロロイイドド粒粒子子型型加加水水燃燃料料のの開開発発

現現在在利利用用さされれてていいるる ・・ 重重油油にに微微小小ココロロイイドド粒粒子子型型加加水水燃燃料料はは、、粒粒子子のの粒粒径径、、表表面面張張力力はは計計測測・・確確

認認さされれ、、下下記記にに示示すす①①可可溶溶化化燃燃料料とと②②ハハイイブブリリッッドド燃燃料料がが考考ええらられれるる。。

①①はは軟軟水水 ％％とと植植物物性性触触媒媒 ％％及及びび 重重油油又又はは 重重油油をを特特殊殊加加工工装装置置にによよりり製製造造、、②②はは軟軟水水 ％％とと

重重油油又又はは 重重油油をを特特殊殊ララジジカカルルミミキキササ群群装装置置でで加加工工ししてて製製造造さされれるる。。該該燃燃料料はは長長期期間間大大学学のの内内燃燃機機関関でで

運運転転実実証証さされれたた。。

何何れれもも製製造造能能力力時時間間 型型をを標標準準ととしし、、装装置置をを船船内内にに装装備備しし、、自自動動運運転転さされれるる。。

水粒径と分布 ①可溶化燃料 ②ハイブリッド燃料

図 図 燃料
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図図 神神戸戸大大学学海海事事科科学学部部内内燃燃機機関関 図図 当当社社のの製製品品群群

CCOO₂₂削削減減対対応応装装置置のの経経済済性性（（表表 ））

CCOO₂₂排排出出削削減減燃燃料料加加工工装装置置：： 現現在在利利用用さされれてていいるる ・・ 重重油油にに微微小小ココロロイイドド粒粒子子型型加加水水燃燃料料はは、、粒粒子子

のの粒粒径径、、表表面面張張力力はは計計測測・・確確認認さされれ、、上上記記にに示示すす①①可可溶溶化化燃燃料料とと②②ハハイイブブリリッッドド 燃燃料料がが考考ええらられれるる、、

①①はは軟軟水水 ％％とと植植物物性性触触媒媒 ％％及及びび 重重油油又又はは 重重油油をを特特殊殊加加工工装装置置にによよりり製製造造、、②②はは軟軟水水 ％％

とと 重重油油又又はは 重重油油をを特特殊殊ララジジカカルルミミキキササ群群装装置置でで加加工工ししてて製製造造さされれるる。。

該該燃燃料料はは長長期期間間大大学学のの内内燃燃機機関関でで運運転転実実証証さされれたた。。 何何れれもも製製造造能能力力時時間間 型型をを標標準準ととしし、、装装置置をを

船船内内にに装装備備しし、、自自動動運運転転さされれるる。。

表表 各各装装置置のの経経済済性性 売売上上予予想想億億円円、、他他％％

装装置置名名 装装置置単単価価万万円円 売売上上 経経済済性性

可可能能化化燃燃料料 １１，，７７００００ １１７７００ ――３３００ ――３３００

ハハイイブブリリッッドド燃燃料料 ２２，，００００００ ２２００００ ――３３００ ――３３００

ススククララババーー ７７，，００００００ １１４４００ ――３３００ ――５５００

可可溶溶化化燃燃料料＋＋ススククララババーー ９９，，００００００ １１２２６６ ――４４００ ――６６００

糞糞尿尿・・ゴゴミミ ９９，，００００００ ４４５５ ―― ――

排排気気ガガススススククララババ装装置置：：大大型型船船ののススククララババーー装装置置はは、、大大手手製製造造会会社社がが対対応応ししてていいるるののでで、、機機関関出出力力

かからら のの 船船舶舶をを対対象象ととしし、、殆殆どどのの装装置置をを既既存存煙煙突突内内にに設設置置すするる煙煙路路のの抵抵抗抗をを減減ずずるるママ

ッッシシュュルルーームム形形状状でで、、垂垂直直にに排排気気ガガススをを流流通通すするる特特徴徴をを有有しし、、洗洗浄浄水水ははトトルルネネーードド方方式式でで散散水水しし、、煙煙

突突内内にに浸浸水水ししなないい特特徴徴をを有有すするる詳詳細細はは 年年 月月にに機機関関第第 委委員員会会ととししてて報報告告さされれたた装装置置。。

各各装装置置のの実実装装状状況況

排排出出削削減減燃燃料料加加工工装装置置ののハハイイブブリリッッドド燃燃料料装装置置はは、、 型型がが陸陸上上でで順順調調にに運運転転利利用用さされれてていいるる、、

可可溶溶化化燃燃料料装装置置はは群群馬馬県県でで 型型がが稼稼働働ししてていいるる、、両両装装置置のの小小型型ササンンププルル器器 型型 でで製製造造ししたた燃燃

料料をを神神戸戸大大学学海海事事科科学学部部所所有有 発発電電機機ににてて２２年年間間運運転転試試験験をを実実施施しし、、各各種種運運転転 記記録録をを収収録録ししてて、、

利利用用問問題題がが無無くく、、燃燃料料、、排排気気 ガガスス等等をを分分析析しし、、経経済済性性、、運運転転性性能能、、メメンンテテナナンンスス性性がが優優れれてていいるるこことと

をを確確認認ししたた。。

ススククララババーー装装置置はは、、某某造造船船所所とと協協議議しし、、採採用用船船主主のの承承認認をを得得てて、、船船舶舶にに実実装装すするる予予定定。。
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小小型型水水蒸蒸気気熱熱分分解解にによよるる再再生生資資源源燃燃料料抽抽出出装装置置のの開開発発

最最終終的的にに図図 にに示示すす小小型型水水蒸蒸気気熱熱分分解解にによよるる再再生生資資源源燃燃料料抽抽出出装装置置のの開開発発をを行行っったた。。本本装装置置はは日日本本

財財団団イイノノベベーーシショョンン賞賞をを受受賞賞ししたたももののででああるる。。

．．おおわわりりにに

短短期期 CCOO₂₂排排出出量量削削減減問問題題はは、、緊緊急急をを要要すするる問問題題でであありり、、総総論論ででななくく、、各各論論でで目目的的のの達達成成策策をを作作るる必必

要要ががああるるとと共共ににここれれをを機機会会にに海海運運界界のの活活性性化化とと小小型型造造船船工工業業会会のの発発展展にに大大ききくく寄寄与与すするる機機会会とと捉捉ええてて

業業界界のの奮奮起起をを期期待待すするる。。

図 小小型型水水蒸蒸気気熱熱分分解解にによよるる再再生生資資源源燃燃料料抽抽出出装装置置（（日日本本財財団団イイノノベベーーシショョンン賞賞受受賞賞））

今今後後 年年、、 年年のの 削削減減対対応応ににはは、、新新規規動動力力燃燃料料ととししててメメタタノノーールル、、アアンンモモニニアア利利用用がが

叫叫ばばれれてていいるるががここれれはは他他のの産産業業資資源源がが大大切切でであありり、、水水素素のの方方がが海海水水をを原原料料ととしし、、ここのの水水素素をを常常温温常常圧圧

非非危危険険物物ととししてて貯貯蔵蔵可可能能ななキキャャリリアアのの ママググ水水素素（（ママググネネシシウウムム金金属属＝＝ここんんににゃゃくく））がが 開開発発さされれてていい

るるののでで、、無無尽尽蔵蔵のの資資源源をを利利用用ししてて新新規規産産業業をを興興しし、、自自動動運運航航船船はは、、１１兆兆円円産産業業とと言言わわれれるるがが、、ここちちらら

はは 兆兆円円のの 万万人人新新規規雇雇用用をを創創出出すするる産産業業でであありり、、ここのの方方向向にに進進めめるるべべききででああるる。。

連連絡絡先先：：株株式式会会社社ワワンンワワーールルドド・・ジジャャパパンン

。。１１
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